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OKAYAMA CITY COUNCIL GIKAI-STYLE
常任委員会審査から

 総務委員会  環境消防水道委員会

 経済委員会

 建設委員会

 市民文教委員会
 保健福祉委員会

■地域に入って事業を推進
－中山間・周辺地域を対象に、
持続可能な地域づくりを目指し、
地域課題の解決に取り組むため
の活動を支援する「地域の未来
づくり推進事業補助金」－
委員●平成30年度の予算がほ
とんど執行できなかったのは、
周知が足りなかったからでは。
市●平成30年７月豪雨の影響
で事業が後ろ倒しになった。31
年度は着実に実行していきたい。
委員●市民はまだまだ活用しに
くいと思っている。参加しやす
いシステムを構築できたのか。
市●本市職員が地域に入り、地
域の声を聞きながら事業を進め
ている。今後もこうした取り組
みを継続して進めたい。

■生活保護制度の適正運用
委員●生活保護受給世帯数に対
し、ケースワーカーの数は社会
福祉法で定める標準数を下回っ
ている。必要な人員を要求して
いくべきではないか。
市●引き続き要求していく。ま
た、ケースワーカーを補助する
嘱託員を配置するなど、組織的
な対応ができるような体制づく
りも進めていきたい。
委員●正規職員を一気に増やす
ことが難しいのであれば、再任
用職員等の人生経験が豊富な方
にケースワーカーをしてもらう
方法もあるのではないか。
市●標準数を実現できる方策を
関係部局とも協議していきたい。

■附帯決議を解除
－岡南環境センター敷地を建設
候補地とする広域ごみ処理施設
整備計画について、問題点を丁
寧に検証し、業務の改善に鋭意
取り組み、二度とこのようなこ
とがないよう委員会として伝え、
附帯決議を解除した－
委員●地元への説明や理解に努
め、議会に逐次報告するなど附
帯決議を付していたが、現状は。
市●平成31年１月に地元町内会
長を対象に説明会を行った。今
後、地元住民への周知を図るた
め、説明会の開催時期、場所等
を各町内会長と相談していきた
い。その後、施設規模、配置計
画、スケジュール等をその都度
住民に説明し、意見を聞きなが
ら整備計画をまとめていきたい。

■日本遺産活用推進事業
－「桃太郎伝説」のストーリー
と構成文化財を活用し、国内外
に情報発信するとともに、観光
客等の受け入れ体制を整備－
委員●岡山駅などで、日本遺産
のことが一目でわかる取り組み
をしていないのか。
市●ももたろう観光センターに
日本遺産のパンフレットを置い
ているが、今後ＪＲと協議し、
岡山駅構内での掲出を図りたい。
委員●日本遺産に認定されてい
る他の地域で成功事例があるな
ら、どういう形で成功している
のか十分ヒアリングし、本市の
取り組みに生かしてもらいたい。

■被災した場所には
31年度早期に雨に備えた対策を
－関係機関との協議や地元調整
に不測の日数を要したため、道
路や河川施設等の災害復旧の予
算を平成30年度から31年度に
繰り越す－
委員●31年度の早期に工事が
完了するのか。
市●出水期までには復旧を目指
しているが、大規模な工事や用
地処理などが伴うものは、出水
期までの完工が難しい場合もあ
る。速やかに復旧するよう作業
を進める。
委員●復旧工事が完了していな
くても、雨に備えた対策を十分
に講じてほしい。

■特別支援教育支援員を
減員せず学校生活をサポート
委員●平成31年度は、30年度
と比較して特別支援教育支援員
が16人減っているが、理由は。
市●国の補助対象から外れたこ
とと、特別支援学級の増加に伴
い教員を増やすということを含
めて総合的に判断した。
委員●先生と生徒を支援する特
別支援教育支援員の存在は現場
にとって代え難いものであり、
代替案もないまま減員するのは
納得できない。
市●予算執行状況を勘案しなが
ら、必要に応じて非常勤講師を
配置するなど工夫し、30年度
と同人数の配置ができるよう努
力したい。

審査等の過程で特に議論となった点について、
委員長報告の要旨を掲載常 任委員会審査から 全文は市議会ホームページに掲載しています。

代表質問

６会派の代表が行った質問の中から、いくつかを取り上げて要旨を掲載

すべての代表質問は市議会ホームページのインターネット議会中継で配信しています。代表質問

長期的な展望でまちづくり
■問　人口減少に正面から向き合
い、岡山の輝かしい未来を創り
上げるため、100万都市を目指
すと宣言し、そのために首都機
能を誘致するよう頑張ってもら
いたいが、市長の思いは。
■答　本市の発展、市民生活の充
実を図ろうと思い、市長に就任
した。従って、本市が直面して
いる現状を認識しつつ社会全体
を俯瞰し、時代の流れを捉えな
がら、長期的な展望に立ったま
ちづくりを進めていくことが肝
要と考えている。
公立認定こども園は
30園にこだわらず再度議論
■問　平成31年度中に新しい子
育て支援策を計画する予定だが、
30区域に公立認定こども園を
１園ずつ整備する方針は見直す
べきではないか。
■答　31年度末までの整備目標
30園のうち、開園は16園の見
込みで、現在の方法では地元の
理解が得られにくく、園の整備
や民営化を進めることは難しい。
　次期子ども・子育て支援事業
計画では、市民の協力や理解を
得るためにどうすればいいかと
の観点で再度議論する必要があ
り、必ずしも公立施設30園に
こだわらず、もう少し柔軟に考
えてもいいのではと思っている。
合併４地区の支所は当面存続へ
■問　平成30年９月定例市議会で、
支所のあり方について30年度
中に一定の方針を出す、との答
弁があったが、今後の方針は。

■答　合併４地区の支所は、新市
計画終了を目安に地域センター
化する方針を示していたが、合
併の経緯、議会での議論、７月
豪雨災害で果たした役割等を含
め、あるべき姿を検討してきた。
その結論として、土木農林業務
と保健福祉サービス関連業務を
担う現在の支所を、当分の間存
続する必要があると判断した。
　今後、新たな総合計画策定の
際に、支所の組織や担当業務の
あり方について検討を行ってい
くことになると考えている。

助成金アップで
自主防災組織の結成を支援
■問　平成31年度の自主防災組織
育成に関する予算の内容は。ま
た地域での「共助」の防災活動
を広げていくため、どのように
取り組んでいくのか。
■答　自主防災組織を結成する単
位町内会には、運営費など防災
活動に必要な経費を対象に、一
律10万円と１世帯ごとに500
円を上乗せした額を合わせて支
給する。連合町内会には、地域
内の連絡調整等に必要な経費を

対象に一律30万円を支給する。
　今後は、組織の結成や活動に
取り組んでもらえるよう、町内
会への文書の送付や広報紙等を
活用して制度を周知し、必要に
応じて職員が地域に出向き、町
内会総会などで説明していく。
成果を上げたデイサービス事業
所への奨励金をアップ
■問　健康寿命延伸の施策である
デイサービス改善インセンティ
ブ事業を、多くの事業所が魅力
を感じる制度としては。
■答　事業では、要介護者等の状
態改善に成果を上げた事業所を
表彰するとともに広く公表し、
上位10事業所に一律10万円の
奨励金を交付するインセンティ
ブを付与することで、要介護度
の改善や介護給付費を約7,000
万円削減する効果を上げている。
　平成31年度は、取り組みをさ
らに進める観点から、奨励金の
額を最上位の事業所は30万円に、
２位と３位の事業所は25万円に
引き上げる見直しを考えている。
中消防署旭東出張所を移転
■問　本市周辺部の消防車・救急
車の到着時間は、本市の平均時
間を上回っている。早急な消防
署所の適正配置を進めるべきだ
が、計画の進捗状況は。
■答　周辺部を含めた本市全体に
消防サービスの均衡化を図るこ
とを最優先課題に計画を進めて
おり、平成31年度末の開所に
向けて、中消防署旭東出張所の
移転新築工事を中区倉田地内で
実施する予定。　　　
　また、南消防署を南区の総合
防災拠点として更新整備する計
画を具体化していきたい。

自由民主党岡山市議団

左上から時計回りに、御津支所、建部支所、
瀬戸支所、灘崎支所
左上から時計回りに、御津支所、建部支所、
瀬戸支所、灘崎支所

ふ かん
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放課後児童クラブ運営の統一
32年度から本格実施
■問　放課後児童クラブの運営を
統一する方針が示されたが、現
在のクラブごとの運営委員会方
式から見直すポイントと今後の

スケジュールは。
■答　本市が示した統一ルールに
賛同するクラブを本市の直轄ク
ラブに位置付け、実際の運営は
（(注)１公財）岡山市ふれあい公
社に委託したいと考えている。

　各クラブには賛同するか検討
してもらい、平成31年７月に
は新体制へ移行するクラブを特
定した上で、９月定例市議会で、
32年度からの本格運営に向け
た予算案などを提案したい。

民営化候補園の優先順位付けを
次期５カ年計画で整理
■問　市立の幼稚園・保育園の民
営化を推進するため、次の子ど
も・子育て支援事業計画で何を
抜本的に変えるべきか。また、
事業者に対し土地の無償貸借だ
けでなく、施設の譲渡等の検討
も必要ではないか。
■答　民営化の推進については、
進め方の方針は定めているもの
の、これまで具体的な作業には
取り組めていなかった。次の５
カ年計画の策定の中で、民営化
候補園の優先順位付けなどを整
理していきたい。
　民営化の際の建物は、基本的
に評価額の４分の１の額で譲渡
するルールだが、事業者が新築
で提案した場合の考え方など、
民営化を進める観点で見直しが
必要であれば、考えていきたい。
道筋が示されたＩＣＴ環境整備
■問　岡山市立学校における情報
化基本方針を平成31年３月に策
定予定だが、普通教室等のＩＣ
Ｔ環境整備にどう取り組むのか。

■答　※１大型提示装置を普通教室
等に約800教室分配備し、タブ
レット端末は、全校のパソコン
教室に児童生徒の学習用として
約4,700台を配備する。
　また、校内ネットワークの整
備は、小学校は31年度末、中
学校は32年度末までにすべて
の普通教室等にＬＡＮ配線を敷
設する予定。

市を挙げての虐待防止に期待
■問　平成30年11月定例市議会で
成立した「岡山市子どもを虐待
から守る条例」の取り組みの加
速化が望まれるが、見解は。
■答　国の(注)２緊急総合対策に呼
応する形で、いち早く条例制定

が実現したことで、本市として
虐待から子ども達を守るという
強いメッセージを発信すること
ができた。
　また、条例に、市民や保護者、
関係機関等の責務に加え、未然
防止や虐待を受けた子ども等へ
の支援も明記したことで、行
政・地域・関係団体等の連携が
一層促進され、本市を挙げて子
どもたちを虐待から守る機運が
さらに高まると期待している。
障害者手帳のカード化を協議
■問　利用する側の観点に立って、
障害者手帳のカード化に向けて
準備を行ってはどうか。
■答　身体障害者手帳、精神障害
者保健福祉手帳、療育手帳は手
帳形式で作成し、交付している。
そのうち、国が様式を定めてい
る身体障害者手帳と精神障害者
保健福祉手帳は、カード形式も
選択できるよう、厚生労働省令
を改正する予定と聞いている。
　改正を踏まえ、手帳形式、カ
ード形式双方のメリットや課題
を検討し、本市が様式を定めて
いる療育手帳も併せて、関係団
体等と協議し、カード化を検討
していく。

公明党岡山市議団

路面電車のネットワーク化
31年度に計画を取りまとめる
■問　路面電車の延伸・環状化を
含むネットワーク案をいつまで
に取りまとめ、いつ市民に示す

のか。また、運行事業者との役
割分担等はどうするのか。
■答　現在、需要予測、導入空間
の確保、導入効果などに基づき、
区間別の優先順位を含めた将来

のあり方を検討している。平成
31年度に、関係者等との検討
会での議論や、市民の意見を聞
きながら、計画を取りまとめた
上で示したい。
　運行事業者との役割分担や費
用負担は、今後、計画を取りま
とめる中で検討していく。

自由民主党岡山政隆会

大型提示装置を使った授業風景大型提示装置を使った授業風景

OKAYAMA CITY COUNCIL GIKAI-STYLE
代表質問代表質問

※２中核機関を設置し
成年後見制度をより身近に
■問　成年後見制度のワンストッ
プサービスを提供する中核機関
の設置が市町村に求められてい
るが、今後の取り組みは。
■答　本市では、設置に向けて、
弁護士会等の専門職団体や家庭
裁判所、社会福祉協議会等と協
議した結果、岡山市社会福祉協 
議会に中核機関の機能を担って
もらう方向で調整できつつある。
平成31年10月に仮設置し、相
談や後見人候補者受任調整など
の試行的な実施と検証を進め、
32年度中には本格運用を目指す。
授業研究の推進を支援
■問　※３新学習指導要領の全面実
施に向けて、どのような取り組

みを検討しているのか。
■答　新学習指導要領で求められ
ている「主体的・対話的で深い
学び」の視点に立った授業改善
のための研究を、小・中学校が 
連携し積極的に進めている。
　また、教育委員会では、機会
を捉えて新学習指導要領の趣旨
の周知に努めるとともに、学校
が行っている公開授業に出向き、
指導助言を行うなど、学校の授
業研究の推進を支援している。
一日も早い
牧山クラインガルテンの復旧を
■問　７月豪雨で施設の多くが壊
れたが、地元との協議の状況は。
また、今後の復旧計画は。
■答　地元から、今後も市民農園
管理を継続したい意向が示され、

全体の復旧方針等について協議
の場を設けた。協議の結果、電
源や農園への散水機能の復旧な
どは、平成30年度中に完工す
るよう実施している。
　管理棟については一部協議中
だが、新築した場合の試算を用
い、ラウベ（小屋）の修繕等と
合わせて約6,700万円の31年度
予算を計上している。

マニュアルで自主防災組織を
支援
■問　自主防災組織をつくる際に
は、先進的な防災組織を基にし
たマニュアルが必要では。
■答　組織の活動を支援するため、
結成時に活動の概要が容易にイ
メージできるリーフレットなど
を配布する。その後、避難行動
につながるよう防災訓練に取り
組むことができる活動マニュア
ルを作成し、示していきたい。
統合した財団で新劇場を運営
■問　岡山芸術創造劇場（仮称）
の運営について、どのように考
えているのか。
■答　岡山シンフォニーホールと
一体的に管理・運営し、本市の
文化振興事業を一体的に担う組
織があったほうが望ましい。
　類似する文化事業を行ってい
る（公財）岡山シンフォニーホ
ールと（公財）岡山市スポー

ツ・文化振興財団では統合に向
けた具体的な協議が始まってお
り、本市としても統合を促して
いきたい。実現すれば、文化事
業の企画・実施と、安定的な管
理運営ができる力を兼ね備えた
財団として、劇場の指定管理を
担ってほしい。
担い手不足の解消に向けて
■問　路線バスの運転手不足の問
題が起きている。(注)３法定協議
会には直接ハンドルを握ってい
る労働者にも入ってもらい、議
論してはどうか。

■答　法定協議会では、運転手不
足の対応も課題として出てきて
いる。次回からは、交通関係の
労働団体の代表者にも参画して
もらうようお願いしたい。
危険度に応じて
引き続き転落防止対策を実施
■問　平成30年は用水路への転落
事故がどのくらい発生し、その
うち改修予定箇所はどのくらい
あったのか。また、今後の事故
防止についての考えは。
■答　30年に発生した事故は112
件で、そのうち対策工事の計画
がありながら工事が未完了の箇
所は８カ所あった。
　事故件数は過去２年間と比べ
約20パーセント減少している
が、引き続き危険性の高い箇所
や７月豪雨で浸水した避難所周
辺から順次整備をしていく。ま
た、関係機関からの情報提供や
地元要望で新たな危険箇所を把
握した場合も、現地を確認し、
危険度に応じて必要な対策を講
じていきたい。多くのバスが行きかう岡山駅前多くのバスが行きかう岡山駅前

浸水被害にあった管理棟（平成30年11月撮影）浸水被害にあった管理棟（平成30年11月撮影）

おかやま創政会

用語解説 ※２【中核機関】
成年後見制度をより身近に利用しやすくする環
境整備を役割とし、広報、相談、利用促進、後
見人支援の機能を持つ。市町村は、段階的かつ
計画的に整備していくことが求められている

用語解説 ※１【大型提示装置】
学習者用コンピュータまたは指導者用
コンピュータと、有線または無線で接
続させることを前提として、大きく映
す提示機能を有するもの

用語解説 ※３【学習指導要領】
全国どの地域で教育を受けても、一定水準の教育を受けられるように、
教科などの目標や大まかな内容を国が定めたもの。本市では、小学校が
平成32年度、中学校が33年度から新しい学習指導要領を実施

（注）１
公益財団法人

（注）２
児童虐待防止対策の強化
に向けた緊急総合対策

（注）３
地域公共交通網形成計画の策定及び実施に関して、関係者と
必要な協議を行うため設置した岡山市公共交通網形成協議会
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放課後児童クラブ運営の統一
32年度から本格実施
■問　放課後児童クラブの運営を
統一する方針が示されたが、現
在のクラブごとの運営委員会方
式から見直すポイントと今後の

スケジュールは。
■答　本市が示した統一ルールに
賛同するクラブを本市の直轄ク
ラブに位置付け、実際の運営は
（(注)１公財）岡山市ふれあい公
社に委託したいと考えている。

　各クラブには賛同するか検討
してもらい、平成31年７月に
は新体制へ移行するクラブを特
定した上で、９月定例市議会で、
32年度からの本格運営に向け
た予算案などを提案したい。

民営化候補園の優先順位付けを
次期５カ年計画で整理
■問　市立の幼稚園・保育園の民
営化を推進するため、次の子ど
も・子育て支援事業計画で何を
抜本的に変えるべきか。また、
事業者に対し土地の無償貸借だ
けでなく、施設の譲渡等の検討
も必要ではないか。
■答　民営化の推進については、
進め方の方針は定めているもの
の、これまで具体的な作業には
取り組めていなかった。次の５
カ年計画の策定の中で、民営化
候補園の優先順位付けなどを整
理していきたい。
　民営化の際の建物は、基本的
に評価額の４分の１の額で譲渡
するルールだが、事業者が新築
で提案した場合の考え方など、
民営化を進める観点で見直しが
必要であれば、考えていきたい。
道筋が示されたＩＣＴ環境整備
■問　岡山市立学校における情報
化基本方針を平成31年３月に策
定予定だが、普通教室等のＩＣ
Ｔ環境整備にどう取り組むのか。

■答　※１大型提示装置を普通教室
等に約800教室分配備し、タブ
レット端末は、全校のパソコン
教室に児童生徒の学習用として
約4,700台を配備する。
　また、校内ネットワークの整
備は、小学校は31年度末、中
学校は32年度末までにすべて
の普通教室等にＬＡＮ配線を敷
設する予定。

市を挙げての虐待防止に期待
■問　平成30年11月定例市議会で
成立した「岡山市子どもを虐待
から守る条例」の取り組みの加
速化が望まれるが、見解は。
■答　国の(注)２緊急総合対策に呼
応する形で、いち早く条例制定

が実現したことで、本市として
虐待から子ども達を守るという
強いメッセージを発信すること
ができた。
　また、条例に、市民や保護者、
関係機関等の責務に加え、未然
防止や虐待を受けた子ども等へ
の支援も明記したことで、行
政・地域・関係団体等の連携が
一層促進され、本市を挙げて子
どもたちを虐待から守る機運が
さらに高まると期待している。
障害者手帳のカード化を協議
■問　利用する側の観点に立って、
障害者手帳のカード化に向けて
準備を行ってはどうか。
■答　身体障害者手帳、精神障害
者保健福祉手帳、療育手帳は手
帳形式で作成し、交付している。
そのうち、国が様式を定めてい
る身体障害者手帳と精神障害者
保健福祉手帳は、カード形式も
選択できるよう、厚生労働省令
を改正する予定と聞いている。
　改正を踏まえ、手帳形式、カ
ード形式双方のメリットや課題
を検討し、本市が様式を定めて
いる療育手帳も併せて、関係団
体等と協議し、カード化を検討
していく。

公明党岡山市議団

路面電車のネットワーク化
31年度に計画を取りまとめる
■問　路面電車の延伸・環状化を
含むネットワーク案をいつまで
に取りまとめ、いつ市民に示す

のか。また、運行事業者との役
割分担等はどうするのか。
■答　現在、需要予測、導入空間
の確保、導入効果などに基づき、
区間別の優先順位を含めた将来

のあり方を検討している。平成
31年度に、関係者等との検討
会での議論や、市民の意見を聞
きながら、計画を取りまとめた
上で示したい。
　運行事業者との役割分担や費
用負担は、今後、計画を取りま
とめる中で検討していく。

自由民主党岡山政隆会

大型提示装置を使った授業風景大型提示装置を使った授業風景

OKAYAMA CITY COUNCIL GIKAI-STYLE
代表質問代表質問

※２中核機関を設置し
成年後見制度をより身近に
■問　成年後見制度のワンストッ
プサービスを提供する中核機関
の設置が市町村に求められてい
るが、今後の取り組みは。
■答　本市では、設置に向けて、
弁護士会等の専門職団体や家庭
裁判所、社会福祉協議会等と協
議した結果、岡山市社会福祉協 
議会に中核機関の機能を担って
もらう方向で調整できつつある。
平成31年10月に仮設置し、相
談や後見人候補者受任調整など
の試行的な実施と検証を進め、
32年度中には本格運用を目指す。
授業研究の推進を支援
■問　※３新学習指導要領の全面実
施に向けて、どのような取り組

みを検討しているのか。
■答　新学習指導要領で求められ
ている「主体的・対話的で深い
学び」の視点に立った授業改善
のための研究を、小・中学校が 
連携し積極的に進めている。
　また、教育委員会では、機会
を捉えて新学習指導要領の趣旨
の周知に努めるとともに、学校
が行っている公開授業に出向き、
指導助言を行うなど、学校の授
業研究の推進を支援している。
一日も早い
牧山クラインガルテンの復旧を
■問　７月豪雨で施設の多くが壊
れたが、地元との協議の状況は。
また、今後の復旧計画は。
■答　地元から、今後も市民農園
管理を継続したい意向が示され、

全体の復旧方針等について協議
の場を設けた。協議の結果、電
源や農園への散水機能の復旧な
どは、平成30年度中に完工す
るよう実施している。
　管理棟については一部協議中
だが、新築した場合の試算を用
い、ラウベ（小屋）の修繕等と
合わせて約6,700万円の31年度
予算を計上している。

マニュアルで自主防災組織を
支援
■問　自主防災組織をつくる際に
は、先進的な防災組織を基にし
たマニュアルが必要では。
■答　組織の活動を支援するため、
結成時に活動の概要が容易にイ
メージできるリーフレットなど
を配布する。その後、避難行動
につながるよう防災訓練に取り
組むことができる活動マニュア
ルを作成し、示していきたい。
統合した財団で新劇場を運営
■問　岡山芸術創造劇場（仮称）
の運営について、どのように考
えているのか。
■答　岡山シンフォニーホールと
一体的に管理・運営し、本市の
文化振興事業を一体的に担う組
織があったほうが望ましい。
　類似する文化事業を行ってい
る（公財）岡山シンフォニーホ
ールと（公財）岡山市スポー

ツ・文化振興財団では統合に向
けた具体的な協議が始まってお
り、本市としても統合を促して
いきたい。実現すれば、文化事
業の企画・実施と、安定的な管
理運営ができる力を兼ね備えた
財団として、劇場の指定管理を
担ってほしい。
担い手不足の解消に向けて
■問　路線バスの運転手不足の問
題が起きている。(注)３法定協議
会には直接ハンドルを握ってい
る労働者にも入ってもらい、議
論してはどうか。

■答　法定協議会では、運転手不
足の対応も課題として出てきて
いる。次回からは、交通関係の
労働団体の代表者にも参画して
もらうようお願いしたい。
危険度に応じて
引き続き転落防止対策を実施
■問　平成30年は用水路への転落
事故がどのくらい発生し、その
うち改修予定箇所はどのくらい
あったのか。また、今後の事故
防止についての考えは。
■答　30年に発生した事故は112
件で、そのうち対策工事の計画
がありながら工事が未完了の箇
所は８カ所あった。
　事故件数は過去２年間と比べ
約20パーセント減少している
が、引き続き危険性の高い箇所
や７月豪雨で浸水した避難所周
辺から順次整備をしていく。ま
た、関係機関からの情報提供や
地元要望で新たな危険箇所を把
握した場合も、現地を確認し、
危険度に応じて必要な対策を講
じていきたい。多くのバスが行きかう岡山駅前多くのバスが行きかう岡山駅前

浸水被害にあった管理棟（平成30年11月撮影）浸水被害にあった管理棟（平成30年11月撮影）

おかやま創政会

用語解説 ※２【中核機関】
成年後見制度をより身近に利用しやすくする環
境整備を役割とし、広報、相談、利用促進、後
見人支援の機能を持つ。市町村は、段階的かつ
計画的に整備していくことが求められている

用語解説 ※１【大型提示装置】
学習者用コンピュータまたは指導者用
コンピュータと、有線または無線で接
続させることを前提として、大きく映
す提示機能を有するもの

用語解説 ※３【学習指導要領】
全国どの地域で教育を受けても、一定水準の教育を受けられるように、
教科などの目標や大まかな内容を国が定めたもの。本市では、小学校が
平成32年度、中学校が33年度から新しい学習指導要領を実施

（注）１
公益財団法人

（注）２
児童虐待防止対策の強化
に向けた緊急総合対策

（注）３
地域公共交通網形成計画の策定及び実施に関して、関係者と
必要な協議を行うため設置した岡山市公共交通網形成協議会
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OKAYAMA CITY COUNCIL GIKAI-STYLE
代表質問 個人質問

河川の浚渫で災害に備える
■問　河川の堆積土砂は被害発生
前に撤去することが必要だが、
国や県に、被害箇所の実態を伝
え、具体的な対応を求めたか。
また、本市が管理する河川への
方針と目標は。
■答　県では、これまでも緊急度
が高い箇所から浚渫等を順次実

施しており、今後３年間でさら
に集中的に取り組む予定と聞い
ているが、引き続き国・県に強
く働きかけ、本市もできる範囲
で協力していく。
　また、７月豪雨で本市管理河
川に堆積した土砂は、平成31
年の出水期までに撤去すること
にしている。今後、河川維持管
理計画を策定し、計画的に土砂
撤去等を実施していく。
計画的に検討して施設整備
■問　今後、高齢化が一層進む中
で、特別養護老人ホームの入所
希望者は増えるが、施設は足り
ているのか。
■答　本市では１年間で約1,000
人が入所できている。要介護３
以上で１年以内に入所が必要と
みなされた待機者も約1,000人
であるため、緊急を要する待機

者への対応は、一定程度できて
いると考えている。
　住み慣れた地域で暮らせる環
境整備などの観点から、平成31
年度から３年間の(注)４第７期計
画では地域密着型特別養護老人
ホームを２施設整備し、(注)４第
８期計画以降でも必要な施設数
を検討していく。
教員の働き方の方針を策定
■問　教員の長時間勤務解消への
課題と、事務処理の削減を含め
た目標年次は。
■答　長時間勤務の背景には、子
どものためにという教員の意識
が強く、業務の削減ができにく
いことや勤務時間への意識が薄
いこと等が挙げられる。
　こうした中、国から、公立学
校の教師の勤務時間の上限に関
するガイドラインが示されたこ
とにより、本市も一定の方針を
平成31年度中に策定し、可能
な限り早期に解消していきたい。

女性が活躍するための改善策
■問　女性が社会で活躍するには
長時間労働がないことや保育環
境の整備が必要だが、本市が考
える改善策と予算は。
■答　今回の(注)５さんかく条例の
改正では、職場と家庭生活等の
両立を支援する職場環境の整備
を明記し、経済団体等の要望を
伺いながら、取り組みを進める。
　また、保育環境の整備も重要
であり、これまでの３年間で新
たな受け皿を4,350人分の見込
みで確保している。平成27年
度以降、事業費は毎年度増額し
ており、31年度も前年度比で
約13パーセント増の予算を計
上している。

エアコンを市の負担で設置
■問　放課後児童クラブにも、本
市としてエアコンを設置すべき
ではないか。
■答　これまで、各運営委員会で
設置していたが、地元の費用負
担が大きいことなどから、今後

は、市の負担で設置していくよ
う見直した。
　新設の場合は建設当初から、
既設の場合は更新時に適用して
いく予定。
虐待防止へ新たな取り組み
■問　子どもの虐待を起こさない
ため、関係機関とはどのような
連携をしているのか。
■答　こども総合相談所と地域こ
ども相談センターを中心に、保
健センター、学校園、医療機関
など要保護児童対策地域協議会
の関係機関と役割を確認し、相
互に連携して対応している。
　特に子どもの安全確認と安全
確保は、警察との緊密な連携が
欠かせないため、国の緊急総合
対策を受け、岡山県警察本部と、
新たに情報共有に関する協定を
締結した。

砂川での土砂撤去砂川での土砂撤去

エアコンが設置されている放課後児童クラブエアコンが設置されている放課後児童クラブ

市民ネット

日本共産党岡山市議団 33人の議員が行った質問の中から、いくつかを取り上げて要旨を掲載

全員の個人質問は市議会ホームページのインターネット議会中継で配信しています。個人質問
防災・まちづくりDisaster Prevention  

Community Planning
Disaster Prevention  

Community Planning
情報の自動収集で
迅速な避難につなげる
■問　平成31年度の緊急情報伝達
整備事業で、避難情報発令支援
システムを導入するメリットは。
■答　現在は気象台などからファ
クス等で得ている土砂災害や河
川の水位等の多くの情報を、自
動的に集約し、区役所や関係部
署から一画面で確認できるよう
になる。また、急速に変化する
気象状況等を捉え、自動的に本
市の避難情報発令基準と照らし
合わせ、発令区域を詳細に地図
上に示すことができる。
　最終的には、システムの情報
を参考に人が発令判断を行い、
市民へ迅速な避難情報を提供で
きるようになる。

７月豪雨を踏まえた
排水機場の機能強化
■問　７月豪雨での浸水被害を受
け、「岡山市浸水対策基本計画
2019（改定案）」が作成され
るが、①排水機場の保守点検、
②監視カメラの設置、③操作員
の安全対策にどう取り組むのか。
■答　①平成31年度から、本市が
管理する中小規模の排水機場の
年間点検回数を１回から２回に
増やすなど、点検を強化する。
②まずは、中規模の排水機場に
導入したいと考えており、関係
部局にも情報を提供していく。
③排水機場施設の浸水への安全
性を調査するとともに、ライフ
ジャケット等の安全装具の充実
や可搬式止水板の配備を行う。

分散している機能を集約し
新庁舎の延床面積を算出
■問　現本庁舎の延床面積２万
7,595平方メートルに対し、新
庁舎の基本構想（素案）では５
万8,500平方メートルの予定だ
が、内訳は。また、分庁舎や北区
役所機能を集約する構想だが、
他施設の集約も検討すべきでは。
■答　新庁舎の延床面積は、本庁
舎、分庁舎、保健福祉会館、民間
ビルに分散している機能を集約
することとしている。職員数を
2,159人と想定し、総務省の基準
をベースに、事務室約１万7,500
平方メートルと倉庫、会議室、
議会関係諸室等の約４万1,000
平方メートルを加えて算出した。
　素案では、本庁・北区役所機
能の集約を検討したが、他に合
築が適切な施設があれば、必要
に応じ検討する。

新たな事業で連携の取り組みを
広げる
■問　平成28年度から行っている
※４岡山連携中枢都市圏の連携
の成果と、今後の新たな事業は。
■答　これまで42事務事業に取り
組んでおり、中でも図書館相互

利用は、連携市・町のどの図書
館でも図書の貸し出しと返却が
可能で、住民サービスの向上に
つながっていると感じている。
　31年度からは新たに２事業
を追加し、圏域内の指定施設を
圏域内の小学生が無料で利用で
きる「子どもパスポート」事業
と、「中小製造業海外販路開拓
支援」として、アジア諸国の企
業との商談会の開催を計画して
いる。

地域を活性化する大学生の取り
組みをこれまで以上に支援
■問　※５大学生まちづくりチャレ
ンジ事業のこれまでの成果と平
成31年度の取り組みは。
■答　29年度は７大学12グループ
の約110人、30年度は８大学14
グループの約130人が参加した。
30年度の活動報告会では、大学
生ならではの視点でのバリエー
ションに富んだ取り組みについ
て、熱意あふれる発表が行われた。
　31年度は、複数の大学の学
生が一つのグループで活動でき
る部門を創設するほか、ビジネ
スのスタートアップへのチャレ
ンジなども可能にする「学生イ
ノベーションチャレンジ推進プ
ロジェクト」へグレードアップ
を図り、これまで以上に大学生
の活動を支援していきたい。

新庁舎への集約が検討される分庁舎新庁舎への集約が検討される分庁舎

活動報告会の様子活動報告会の様子

（注）４
岡山市第７期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
岡山市第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

（注）５
岡山市男女共同参画社会の形成の促進に関する条例

しゅんせつ

用語解説 ※４【岡山連携中枢都市圏】
圏域の中心市と近隣の市町村が、連携協約を締結することにより、
連携中枢都市圏を形成し、圏域の活性化を図る。本市を中心とし、
津山市、玉野市など県内８市５町で形成

用語解説 ※５【大学生まちづくりチャレンジ事業】
市内等の大学生による地域の企業や団体等と協働した地域活性化等
の取り組みに対して支援する事業
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